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かのやKEYパーソン
北田大手町商店街振興組合

理事長 前田 数郎 氏に聞く
『水と緑と文化が融合した人に優しい湧水商店街』『水と緑と文化が融合した人に優しい湧水商店街』

　全国約２万箇所の商店
街の中から地域の特性・
ニーズを把握し創意工夫
を凝らした取組により、
地域コミュニティの担い
手として商店街の活性化
や地域の発展に貢献し
ている商店街を表彰す
る「はばたく商店街 30
選」に選ばれた北田・大
手町商店街振興組合の前
田数郎理事長にお話を伺
いました。

◆きっかけは？
　2007年に北田・大手町商店街に隣接して「リナシティ
かのや」がオープンし、ここに集まったお客様が商店
街にも足を伸ばしてくださると期待していましたが、
期待に反して回遊性は高くありませんでした。
　そのような中、約 200 メートルあるアーケードの老
朽化が著しく、崩落の危険もあったことからアーケー
ドの改修は喫緊の課題でした。しかし、改修は費用も
高いし、撤去も容易ではないし…となった時に、全国
商店街支援センターの支援パートナー派遣事業を活用
し、アドバイスをもらいました。
　アーケードの骨組みのみを残すという方法を選択し
ましたが、アーケード問題を協議する企画運営部会を
立ち上げるなどし、検討を重ねた結果、団結力が強ま
り、アーケードのリニューアルだけで終わらせないよ
うにしよう！という機運が高まりました。
◆どのような取り組みを？
　「水と緑と文化が融合した人に優しい湧水商店街」
をテーマに、アーケード屋根を撤去してナノミストや
緑のカーテンを設置しましたが、存在を知ってもらう
ためには魅力あふれるイベントを開催し、実際に商店
街に足を運んでもらうことが一番と考えました。
　そこで、これまで一過性にすぎなかった商店街の催
し物を見直し、六月燈の復活や新酒まつり・イルミネー
ション点灯式など新イベントを実施しました。複数の
団体が共同でイベントを開催することでイベントは大
型化し、告知力も増大、魅力も大きくなり集客が期待

できるようになりました。
◆取り組みの成果は？
　ハード、ソフト両事業の実施により、市民の方々の
商店街への注目度や期待感が高まり、他団体による単
独イベントも開催されるようになりました。また、
「KITADA SARUGGA」の開設により、イベント時
には、リナシティかのやからの回遊性も高まってきま
した。
　今回の活動は各店舗の次の世代が前向きに取り組み
熱意を持ち一致団結して行われました。商店街の若返
りも期待できるように成りました。さらに商店街を形
成する個店各自が活気を取り戻せば、この商店街で商
売をしてみたいという経営者を呼び込み、空き店舗の
再開へつながるはずと商店街の再生に期待を膨らまし
ているところです。
◆今後の目標・抱負について
　組合店舗は一番多い時で 64 店舗でしたが、今は過
去最少の 14 店舗。少ない人数で協力して取り組んで
きたことが評価され非常にうれしく思います。
　現状はまだまだ市民の皆様へ満足頂ける状況では無
いので今後は、グリーンカーテンと併せて花の植え付
けなどを行ない、商店街の環境整備に努めるとともに
「KITADA SARUGGA」の２階に使い勝手の良い多
目的コミュニティー施設を整備し、歩きたくなる・行っ
て見たくなる「まちづくりの活動拠点」の機能を確か
なものにしていき、関係機関との連携や市民の皆様の
参加を得ながら、イベントやワークショップを開催す
ることで来街者の増加や回遊性の向上に努め、商店街
のシャッターを一つでも多く開き、もう一度人が集ま
る場所にしたいと考えています。

商店街概要

北田・大手町商店街振興組合
理事長：前田　数郎　氏　
会員数：14 名
店舗数：7店舗
事務所：鹿屋市北田町 8-9
　　　　KITADA SARUGGA 2F
TEL：0994-42-3808　FAX：0994-42-3808
URL：http://ja-jp.facebook.com/kitadasyoutengai

KANOYA  CHAMBER 
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札元商工親睦会札元商工親睦会
『みどりの愛護』功労者国土交通大臣表彰受賞『みどりの愛護』功労者国土交通大臣表彰受賞

北田大手町商店街振興組合北田大手町商店街振興組合
『はばたく商店街 30 選』に選ばれる！『はばたく商店街 30 選』に選ばれる！

　鹿屋市の札元商工親睦会（森山哲男会長）が第27回「み
どりの愛護」功労者国土交通大臣表彰を受賞されました。
　この賞は、花と緑の愛護に顕著な功績のあった民間の
団体に対し、その功績をたたえ、国民的運動としての緑化
推進活動の模範として表彰するもので、今回全国で130
団体、そのうち九州から８団体が受賞されました。
　札元商工親睦会は、国道 220 号線沿いを『ばら通り
220』として、歩道の清掃、ばらの花植えや剪定を定期的
に行っており、地域の人々や道路利用者の方々の心を和ま
す空間を提供しています。
　森山会長は「札元商工親睦会も来年 30周年を迎える。
こうした事業や夏祭り事業も含めて今後もさらなる地域に
根ざした取り組みを進めていきたい。」と述べられました。

　鹿屋市の北田・大手町商店街振興組合（前田数郎理事長）が地域コミュニティの担い手として商店
街の活性化や地域の発展に貢献している商店街の取り組みが認められ「はばたく商店街 30選」に選ば
れました。
　北田・大手町商店街は、「水と緑と文化が融合した人に優しい湧水商店街」をテーマに、多様な実施
主体の声を集約した商店街づくりを目指し、老朽化した商店街アーケード（パーゴラ形式）の改築、
地下から湧き上がる水を利用し、アーケードから降り注ぐナノミストやグリーンカーテンの設置、地
域資源を活かしたイベントを様々な団体と連携して開催することで集客に努めている等の取り組みが
評価されました。
　また、商店街の回遊性を高めるため、空き店舗において鹿
屋市とかのやんがーる（鹿屋市在住女性グループ）と連携し
た市民協働ショップ「KITADA　SARUGGA」をオープンし、
創業・起業を目指す女性や若者を支援・育成する拠点及び中
心市街地の歩きたくなるまちづくりの活動拠点として地域社
会への貢献が期待されます。
　前田数郎理事長は「商店街の 64あった店舗が 14店舗にな
る中で、若者や女性が協力、支援し合い、新たな出店など効
果も出てきている。今後も市民の参加を得ながら、商店街の
活性化に取り組んでいきたい。」と語ってくださいました。

KANOYA  CHAMBER 

▲当所へ北田・大手町商店街振興組合の
皆様が受賞報告にいらっしゃいました

▲受賞した札元商工親睦会の皆様
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平成27年度事業報告並びに一般会計／特別会計収支決算を承認

♢『第 114 回通常議員総会』開催
　5月 27 日（金）当所において、「114 回通常議
員総会」が開催され、平成 27年度事業報告並びに
一般会計／特別会計収支決算が承認されました。
♢平成 27年度総括的概要
　平成 27 年度は、戦後 70 年の節目を迎え戦争の
悲惨さと平和の尊さが改めて語られ、１億総活躍社
会の実現と地方の生き残りをかけた「地方版総合戦
略」が全国で策定される中、我が国経済は、中国を
はじめ新興国の景気減速等もあり、輸出や設備投資
に力強さを欠きながらも燃料価格の下落、需給ギャッ
プ及び所得・雇用環境の改善を受けて、全体として
緩やかな回復途上にあると云われましたが、大手企
業が堅調に収益を改善させる中、地域経済や中小企
業・小規模事業者においては、個人消費の回復の遅
れや深刻な人手不足等により景況感の好転を実感す
るに至らず、依然として厳しい経営環境でありました。
　又、合併 10周年を迎えた鹿屋市では、在日米軍
再編に伴う空中給油機 KC － 130 の鹿屋基地への
訓練移転が決まり、基幹産業である農林水産業への
影響が懸念される環太平洋パートナーシップ協定
は参加 12カ国が署名、今後の対策や対応が急務と
なりました。
　このような状況の中、地域総合経済団体である本
商工会議所は、鹿児島県や鹿屋市をはじめ、日本商
工会議所・九州商工会議所連合会・鹿児島県商工会
議所連合会・大隅経済地域開発推進協議会及び関係
機関・関係団体等との緊密な連携のもと、活力ある
地域経済社会の実現をめざし、地域中小企業の育成
支援・地域活性化に鋭意取り組みました。
　政策提言・要望活動に関しては、東九州自動車道

も「鹿屋串良 JCT ～曽於弥五郎 IC」間の供用開始
以来、着実に利用者も増加しストック効果も現れて
おり、今後は「鹿屋串良～志布志」間の早期完成及
び日南市までの早期整備を最重要路線と位置づけ、
併せて地域集積圏を形成するネットワーク道路と
して、大隅縦貫道・国道 504 号の整備促進や錦江
湾横断道路の建設促進等、大隅地域の一体的浮揚と
快適で利便性の高い生活や経営環境の実現のため、
高規格幹線道路及び地域主要道路の整備促進、道路
特定財源の確保、地方財源の充実等の産業・都市基
盤の社会資本整備に向けて、各関係機関が官民一体
となり関係中央省庁及び地方局、西日本高速道路㈱
等へ精力的に要望活動を行いました。
　地域活性化とまちづくりに関しては、エアメモ・夏
祭り・ばら祭り等の実施、各商店街や通り会が主催
する地域イベントへの協賛、「リナシティかのや」を
核とする中央地区商店街の賑わいづくりの起爆剤と
してオープンした、市民協働型ショップ『KITADA 
SARUGGA（キタダサルッガ）』など諸事業を積極的
に支援しました。又、商店街グルメ№１決定戦 Show
－１グルメグランプリでの『カンパチ deリゾット』の
グランプリ獲得には市民一体となった応援があり、地
域密着型プロサイクリングチーム『CIEL BLEU 鹿屋』
の結成は小さなまちからの大きな挑戦であり、今後の
地域活性化に一石を投じました。
　地場産業振興に関しては、会員企業の販路開拓・
販売促進及び受注機会の確保に努めると共に、出展
企業 42 社・流通大手のバイヤー 41名の参加によ
る『第 6回まるごと “ おおすみ ” アグリ・フード商
談会』や当所青年部主催の “地元農商工業者と地域
の方々との架け橋づくり ”を目的とした『第 6回か
のや産業フェスタ』を地元業者 87社の参加のもと
開催しました。又、大隅加工技術センターの利活用
や企業間連携・情報技術（IT）の活用による大隅地
域の強みである１次産業を基軸とする新たなビジネ
スモデルの構築に加え、地場産品の輸出拡大に向け
た海外事業展開のための情報収集に着手しました。
　中小企業対策に関しては、改正小規模支援法に基
づく「経営発達支援計画」の認定に向け、商工会議
所の本来業務である経営支援や会員サービスにお
いて、企業に寄り添った支援体制の確立をめざし、

▲平成27年度事業報告/収支決算共に承認されました

KANOYA  CHAMBER 
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 平 成 27 年 度 収 支 決 算 総 括 表 
会　　計　　名 繰 越 金 収　入 支　出 収支残高 繰入金

（支出は△印） 差引収支残高

一　般　会　計 1,755,822 68,171,426 41,563,776 28,363,472 △26,238,237 2,125,235

特
別
会
計

① 中 小 企 業 振 興 部 0 56,741,104 62,296,506 △ 5,555,402 5,555,402 0

② 会 館 管 理 運 営 0 26,782,169 51,018,940 △24,236,771 24,236,771 0

③ 共 済 事 業 0 20,293,724 13,432,134 6,861,590 △ 6,861,590 0

④ 特定退職金共済制度 5,638 140,407,967 140,399,924 13,681 0 13,681

⑤ 特定商工業者法定負担金 12,192 921,027 912,731 20,488 0 20,488

⑥ 鹿屋市内共通商品券発行事業 934,700 1,751 15,002 921,449 0 921,449

⑦ 鹿屋市商店街活性化推進事業 0 12,820,822 15,870,822 △ 3,050,000 3,050,000 0

⑧ テナントミックス事業 0 8,863,765 8,751,024 112,741 △ 112,741 0

⑨ 労働保険事務組合事業 0 58,996,619 57,290,014 1,706,605 △ 1,706,605 0

⑩ ジョブ・カード事業 0 9,804,361 9,831,361 △ 27,000 27,000 0

⑪ 退 職 準 備 積 立 金 75,178,667 6,617,188 3,240 81,792,615 1,500,000 83,292,615

⑫ 記念行事準備積立金 2,003,270 497 0 2,003,767 250,000 2,253,767

⑬ 財 政 調 整 積 立 金 1,200,450 300 0 1,200,750 300,000 1,500,750

⑭ 会 館 整 備 積 立 金 2,655,377 663 1,011,154 1,644,886 0 1,644,886

合　　　　計 83,746,116 410,423,383 402,396,628 91,772,871 0 91,772,871

経営支援の担い手である経営指導員の会
員事業所総訪問による巡回指導等の強化
と経営改善普及事業の推進を図り、現場
の生の声聞く徹底した「現場主義」によ
る対応で、円滑な資金調達・消費税転嫁
対策・経営改善計画作成支援など、企業
が抱える経営課題の解決を図り企業が抱
える経営課題の解決に向けたあらゆる経
営相談に対して、企業目線に立ったきめ
細かな伴走型の支援体制で経営力の向上
と体質強化に努めました。加えて、創業・
経営革新・農商工連携・６次産業化等の
新事業展開に際し企業が直面する課題の
解決には、中小企業支援ネットワーク事
業や専門家派遣制度を活用してより高度
な支援を行いました。又、人材確保と安
定的な雇用に繋げるため、若年求職者等
の人材育成と就労支援を行なうジョブ・
カード事業等の実施により、管内中小企
業の経営支援に積極的に努めました。

　６月６日（月）ホテルこばやしにおいて、鹿屋金融懇
話会が開催され、鹿屋市内の金融機関並びに鹿児島県
信用保証協会、鹿屋市の担当者ら38名が参加しました。
　始めに、当所管内の金融斡旋状況や鹿屋市中小企業
利子補給金、鹿児島県制度資金保証についての説明が
行われました。また、意見交換会では、管内事業所の
資金需要や事業承継問題、熊本地震の影響等について
意見が交わされました。

　平成 27 年度の保証実績（保証承諾額、
平残代弁率等）に基づき、鹿児島県内の全
商工団体の中から、上位５団体に選定され、５
月19日（木）当所にて、鹿児島県信用保証
協会より当所へ感謝状が贈呈されました。
　今後とも、地域中小企業の振興と円滑な資
金調達のため、保証付融資の積極的な推進
に努めて参ります。

「鹿屋金融懇話会」を開催「鹿屋金融懇話会」を開催 鹿児島県信用保証協会より
感謝状を贈呈される

（単位：円）

KANOYA  CHAMBER 
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【大型スーパー・地元小売店】
客足・売上ともに昨年より微減。熊本震災の影響で入荷し難い商品が多く、特に、水・インスタント麺・レトルト商品・パ
ンなどが品薄状態。また、エアメモが中止になったことで例年この時期好調となる行楽用品（バーベキュー等）が低迷した。
【コンビニエンスストア】
震災の影響は物流面では収束しているが、例年よりも観光客が少なかったように感じた。売れ筋商品はおにぎり、飲料水
といったところ。客単価は 500 円ほど。市内ではドラックストアがさらに増えてきており、競合も激しくなっている。
【家電販売業】
売上は前年と比較してほぼ横ばい。客数は減ったが、客単価が若干上がっている状態。鹿児島の場合は、降灰と梅雨の時
期になると除湿機が売れるが、今年は低調。暑い日が続くとエアコンの売れ行きにも期待。震災については、物流面で影
響があり、デジタルカメラの生産等ができず納品できないところもあった。
【自動車販売業】
熊本震災が発生した際は、部品の供給ができず、新車の納入が遅くなる等の影響を受けたが、現在は通常通りの供給が可能。
新車の販売数は昨年度と比較すると減少しているが、地震の影響によるものではなく、2014 年４月の消費税増税による駆
け込み需要で新車を購入したユーザーが多かったことが要因であると考えられる。
【タクシー業】
大型連休中の利用者は例年並みであり、震災の影響は感じられなかった。人口減少と、自家用車の普及により利用者は年々
減少している。今年はエアメモが中止になったこともあり交通の流れがスムーズに感じられた。観光客の多くは自家用車
で来ており、利用者のほとんどは地元の人である。
【バス業】
大型連休中は震災の影響があり、5月に予定していた修学旅行がすべて延期となるなど昨年と比べて利用者がかなり少な
かった。熊本方面の道路が通行できなかったため、福岡行きの便の利用が少なく、空港行きのバスの利用が多かった。
【ガソリンスタンド店】
大型連休については、前半は天候にも恵まれ、週末だったこともあり前年比増で経過したが、後半は前年比減。県外ナンバー
の利用客は減っており、エアメモの中止や熊本地震による観光客の高速道路の利用減によるものが要因として考えられる。
【ホテル業】
4 月はエアメモが中止になったことで家族連れの宿泊キャンセルが相次ぎ、最終的には予約の半分以下の宿泊数であった。
大型連休期間中は震災の影響で県外からの宿泊客は少なく感じたが、結婚式がいくつか入っておりそれに伴う宿泊客が多
かった。レストランは節句祝いでの家族連れが多く来店された。
【飲食店】
大型連休期間中の客足・売上は例年並み。震災による影響は特に感じられなかった。連休期間中は家族連れが多く来店さ
れた。エアメモは中止となったが、県内外から飲食のみのお客様が多かった。この時期全体の売上としては例年と変わら
ず、大きな変化は見られなかった。
【旅行代理店】
熊本地震の影響によりキャンセルが目立ったが、指宿、霧島など県内では温泉地が人気であった。関東、関西方面は例年
並みに推移。震災の影響による自粛ムードからか、昨年と比べ売上・客足共に減少した。
【建設業】
建築注文や問い合わせ等が昨年頃から増加しており、消費増税前の駆け込み需要で秋ごろまで忙しい状況が続く見通し。
域外の住宅メーカの参入もあり、住宅建築の引き合いも激化してくるだろう。
土木関連については、一時期よりは公共工事が減少してきており、今後も工事が増えそうな目処もない。
震災の影響については、ブルーシートや大型土嚢など被災地で必要な資材については中々手に入らない状況。被災地の復
興が進むに連れコンパネ等の材料不足も予想される為、注意を払っていく必要がある。

□ 調査期間　　平成28年５月９日（月）～13日（金）〈５日間〉
□ 対象件数　　鹿屋市内の関連企業26事業所等
□ 気象状況　　大型連休前半は好天、後半は崩れ気味（５日間晴れ間）

4/29 ㈮ 4/30 ㈯ 5/1 ㈰ 5/2 ㈪ 5/3 ㈫ 5/4 ㈬ 5/5 ㈭ 5/6 ㈮ 5/7 ㈯ 5/8 ㈰

○ＧＷ期間中の天候

KANOYA  CHAMBER 

大型連休期間中の景況調査結果大型連休期間中の景況調査結果

施設名 平成27年4月 平成27年5月 平成28年4月 平成28年5月

1. 基地史料館 9,303 人 13,472 人 4,622 人 6,171人
2. 物産センター 4,792 人 6,080 人 2,482 人 2,990 人
3. かのやばら園 8,054 人 44,223 人 6,113 人 27,724 人
合　　計 22,149 人 63,775 人 13,217 人 36,885 人

○ 観光施設の利用状況
項　　目 平成27年3月 平成28年3月 前年同月比

1. 月間有効求人数 3,084 人 3,550 人 115%
2. 月間有効求職者数 3,330 人 3,230 人 97%
3. 月間有効求人倍率 0.93 倍 1.10 倍 +0.17 倍

○鹿屋公共職業安定所管内の有効求人倍率等
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中小企業庁　平成 27 年度補正予算事業（平成 28 年実施）

ものづくり・商業・サービス革新補助金の2次公募が開始されました！
　国内外のニーズに対応したサービスやものづくりの新事業を創出するため、認定支援機関等と連携して、
革新的なサービス開発・試作品開発・生産プロセスの改善を行う中小企業者の設備投資等を支援します。

＊いずれも、設備投資が必要です。（今回は、小規模型においても設備投資が必要となります）
＊ 一般型に応募する者で、中小企業等経営強化法に基づく経営力向上計画の認定事業者（申請中含む※）は
加点されます。
　※ ものづくり補助金の応募時点で、経営力向上計画を申請中の場合は、ものづくり補助金の応募の際、経
営力向上計画の「認定申請書」の写しを添付し、９月 28 日（当日消印有効）までに、経営力向上計画の「認
定書」の写しを提出する必要があります。

＊本事業の１次公募採択事業者は応募申請できません。
＊事業実施期間は、交付決定後から平成 28 年 12 月 31 日（土）までとなります。
　 この期間において、発注、納入、検収、支払等のすべての事業手続きが完了できる予定の方が申請対象と
なります（事業実施期間の延長はありません）。
＊ 公募締切の直前に認定支援機関に確認を依頼しても間に合わない場合がありますので、余裕をもって依頼
してください。
＊鹿児島県の地域事務局は、鹿児島県中小企業団体中央会です。
　（URL）　http://mono-kagoshima.jimdo.com/

【お問い合わせ先】中小企業振興部まで　TEL：0994-42-3135

【補助率・補助額】
対象経費の区分 補助上限額 補助率 採択予定件数
（１）一般型 1,000 万円 補助対象経費の３分の

２以内 全国で概ね 100 件程度
（２）小規模型 500 万円

　県内企業等の海外事業展開を支援するため、貿
易、金融、通関等の各分野の貿易アドバイザーに
よるセミナーを開催します。
　貿易アドバイザーによる貿易実務に関する講演や、
具体例を用いた貿易手続きの解説を行ない、講演会
終了後には個別貿易相談を予定しております。
　海外への事業展開に関心のある皆様のご参加を
お待ちしております。

日　　時　平成 28 年 8月5日（金）13:15 ～ 17:40
　　　　　定員 50 名
場　　所　ホテルさつき苑　１階　「さつき」
定　　員　50 名　
参　加　料　無料

　当所では、鹿屋市・大隅地域
の食品関連事業者の方々の販
売促進を支援する目的で、日本
商工会議所が東京の秋葉原に
ある全国のこだわり商品を販
売する店舗「日本百貨店しょくひんかん」に期間限
定で設ける催事販売スペースに当所販売ブースを設
けます。東京での催事販売にご興味のある方は、是
非この機会にご出品ください。
　期間中は、バイヤー等に出品内容などを周知し、
催事販売に併せて個別商談を行えるようサポートし
ます。

ブース設置期間　 11月15日（火）～21日（月）の７日間
出　展　場　所　日本百貨店しょくひんかん
販売スペース　１テーブル（180cm×90cm）から
出品対象品　飲食料品
出　品　料　無料（販売手数料 20％）
募　集　定　員　 ２社程度（原則、担当者が直接参加

できる事業者）

※詳細については、同封のチラシをご覧ください。
【お問い合わせ先】
中小企業振興部まで　TEL：0994-42-3135

【お問合せ・申込先】
公益社団法人 鹿児島県貿易協会（豊川・福永）まで
TEL：099-251-8484　FAX：099-251-8483
E-mail：nfo@kibc-jp.com

平成28年度貿易アドバイザー平成28年度貿易アドバイザー
セミナー＆個別貿易相談セミナー＆個別貿易相談

日本百貨店しょくひんかん（東京・秋葉原）日本百貨店しょくひんかん（東京・秋葉原）
催事販売コーナー出品者募集催事販売コーナー出品者募集

受付締切　８月 24 日（水）【締切当日消印有効】
※ 今回の公募では中小企業支援ポータルサイト「ミラサポ」での電子申請に
よる受付はありませんのでご注意ください。

KANOYA  CHAMBER 
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～夢の創業を応援します！～～夢の創業を応援します！～
平成28年度地域創業促進支援事業『鹿屋・大隅地域創業スクール』を今秋開講平成28年度地域創業促進支援事業『鹿屋・大隅地域創業スクール』を今秋開講

フード・アクション・ニッポンセミナー開催フード・アクション・ニッポンセミナー開催

　「創業をしたいけど、何から手を付けて良いのか分からない」、「開業にあたって十分な知識を蓄えて事業を始めたい」な
ど、そんな皆様方へ向けて、今秋『鹿屋・大隅地域創業スクール』を開講します。
　当スクールでは、「創業の心構え」や ｢ビジネスプランの考え方，作り方」、「会計の基礎知識」、「ネットを活用した売上
拡大策」など、創業にあたって押さえるべき必要なノウハウを学ぶ事が出来ます。
　全 10回に及ぶ講座を受講することで、創業に対する不安や疑問点を払拭し、オールインワンで創業される方をバックアッ
プ致します。まだ創業に対するイメージが漠然としている方、将来的に創業をお考えの方などの受講も可能です。
　カリキュラムなど詳しい内容につきましては、会報次回号（９月号）にてお知らせする予定です。

　農林水産省が平成 20
年度に国産農林水産物の
消費拡大を具体的に推し
進めることを目的として
立ち上げたプロジェクト
「フード・アクション・ニッ
ポン」の本年度事業のひ
とつとして、生産者・食
品関連事業者の方々を対象にしたセミナーを当所にて開催
いたします。
　“需要への対応の仕方！”をテーマに、専門家をお招き
し、「消費者トレンド」「地域６次産業化」「販売のトレンド」
などについてわかり易くお伝えします。是非この機会にご
参加ください。

開催日時　平成 28 年７月 27 日（水）15:00 ～ 17:00
開催場所　鹿屋商工会議所
講　　師　鳥巣 研二 氏（株式会社キースタッフ 代表取締役）
　　　　　阿部 和夫 氏（松美商事株式会社 取締役常務）
スピーカー　岩井  望  氏（フード・アクション・ニッポン事務局）
ゲストスピーカー　田中 武雄 氏（有限会社三清屋 代表取締役）
定　　員　50 名
参 加 料　無料

※ セミナー受講には事前にお申込みが必要です。同封のチ
ラシをご覧ください。

【お問い合わせ先】中小企業振興部までTEL：0994-42-3135

　既存商品や開発中・構想中の商品などを加工食品開発支
援・販路開拓の専門家（講師）と個別で検討し合うことに
より、商品の訴求効果を高め、更に売れる商品づくりを目
指す検討会です。
　専門家の的確な意見やアドバイスが受けられる絶好の機
会です。是非この機会にご参加ください。

開催日時　平成 28 年７月 28 日（木）10:00 ～ 16:00
開催場所　鹿屋商工会議所
講　　師　鳥巣 研二 氏（株式会社キースタッフ 代表取締役）
内　　容　１社 50 分間の事前予約制個別検討会
定　　員　５社
参 加 料　5,000 円 / 社（当所会員の方）・
　　　　　20,000 円 / 社（当所会員以外の方）

※ 検討会参加には事前にお申込みが必要です。同封のチラ
シをご覧ください。

【お問い合わせ先】中小企業振興部までTEL：0994-42-3135

【鹿屋・大隅地域創業スクールの詳細についてはこちらまで】
中小企業振興部（創業スクール担当）　TEL：0994-42-3135　FAX：0994-40-3015

※場所については、いずれも鹿屋商工会議所（鹿屋市新川町 600 番地）にて行います。

加工食品開発個別検討会開催加工食品開発個別検討会開催

□体験講座　［全 1回／受講料：無料］

10月 4日（火） 18：00 ～ 19：00 ・創業スクールの概要・創業の考え方についての解説

□創業スクール　［全 10回シリーズ／受講料：10,800 円（税込み）／定員 30名］

10月4日（火）～11月4日（金）
（毎週火曜と金曜の開催）

18：00 ～ 21：00
※ 10 月 4日のみ
19：00 ～ 21：00

・ 10 回の講座で、創業に必要な基礎知識（販売計画 /会計知
識 /ビジネスプラン作成等）を身につけ、地域内で創業を目
指します。〔　　　　〕

KANOYA  CHAMBER 

▲鳥巣 研二 氏 ▲阿部 和夫 氏

▲昨年の検討会の様子
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平成平成 2828年度年度
かのや夏祭り行事日程かのや夏祭り行事日程
８月５日（金） 18:00～　神　事（八坂神社）

８月６日（土） 14:00～　出御祭（八坂神社）
 14:05～　シエルブルー激走
 15:00～　音楽隊パレード（市街地）
 15:15～　御巡行（市街地）
 16:00～　総踊り（市街地）
 16:30～　還御祭

８月７日（日） 18:00～　演芸会（鹿屋港特設舞台）
 20:00～　 納涼花火大会
 　　　　　（観覧場所：鹿屋港岸壁）

※本祭の御巡行、パレード、総踊りのコースは昨年と同じです。
　 （鹿屋市役所～共栄・向江本通り～（仲町通り）～本町通り～北
田本通り～城山公園）

※ ８月７日（日）の納涼花火大会は、鹿屋港での開催となりますの
でご注意ください。
※ 鹿屋港（納涼花火大会会場）周辺には一般車の駐車場はござい
ません。花岡地区・鹿屋体育大学・旧ニシムタ鹿屋店跡地よりシャ
トルバスを運行予定（片道100円）ですのでこちらをご利用く
ださい。
※ 夏祭り開催当日となる６日には鹿屋市街地において、７日は鹿屋
港周辺において交通規制が実施されますので、現場の係員の指
示に従い通行してください。

【※ イベントの内容及び時間につきましては変更になる
場合がございますのでご了承ください】

【お問合わせ】
かのやイベント協議会【TEL：0994－42－6690】まで　

名　　　称 開催場所 日時

第 20回鹿屋分水路通水記念夏祭り 和田井堰公園 ７／１６（土）

秋葉神社夏祭り 市役所駐車場 ７／１７（日）

かのや夏祭り（神事） 八坂神社 ８／　５（金）

かのや夏祭り（本祭） 鹿屋市街地 ８／　６（土）

かのや夏祭り（花火大会） 鹿屋港 ８／　７（日）

第 10回おおあいら夏祭り 田淵ふれあい広場 ８／１３（土）

第 27回札元夏祭り 農業研修センター ８／２０（土）

ぶらり京町横丁ビアガーデン 2016 本町京町通り ８／３０（火）

笠之原十五夜大綱引き大祭 笠之原公園 ９／１０（土）

鹿屋市内の商店街・通り会等が鹿屋市内の商店街・通り会等が
主催する夏季イベントのお知らせ主催する夏季イベントのお知らせ

KANOYA  CHAMBER 
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　鹿屋市商店街連合会と鹿屋市漁業協同組合青年部が発
案し、鹿児島県の商店街グルメの頂点を決める「第６回
Show-1グルメグランプリ」にてグランプリを獲得した『カン
パチ deリゾット』が、６月から新たに市内７店の飲食店で
も提供が始まり、５月25日（水）リナシティかのや調理室
にて報道向けの試食会が開催されました。
　試食会には４店舗が参加し、漁協が公開したレシピをもと
に、各店が独自のアレンジを加えたリゾットが披露されました。
　鹿屋市商店街連合会の久木田弘会長は「県外のお客様
や地元の皆さんにも多く食べていただけるように、宣伝・PR
をしていきたい。」と鹿屋の新たなグルメの普及へ意気込み
を語りました。
提供店舗／ ローズダイナー（浜田町）、ネロ（新生町）、ファーマーズマン（寿）、春ん家（西原）、魚菜丸（白崎町）

ビジネスホテルしらさぎ（白崎町）、美味処「鈴屋」（串良町岡崎）、みなと食堂（古江町）

カンパチ de リゾット提供店拡大カンパチ de リゾット提供店拡大

『E9 プレサミット in 鹿屋』開催！『E9 プレサミット in 鹿屋』開催！
　６月 23日（木）鹿屋市東地区学習センターにて、北九州から大隅まで、東九州に位置する地域が一
つにまとまって地域の魅力を発信するために、各地でまちおこしなどに取り組む人たちが鹿屋市に集
まり、チーム「E９」（「東九州」＝「イースト九州」）の立ち上げを目的とする会議が開催されました。
　はじめに、E９サミット設立準備会代表の秋武政道氏（門司港コミュニティ）が「日本に残された最
後の秘境である東九州を日本の地域振興モデルとして育てていきたい。そのためにも『E９』を設立し、
自分たちの力で盛り立てていきましょう」と挨拶。次に、各地域の取り組み事例の発表が行われ、「九
州各地が連携し、観光客の記憶に残るイベント」や「補助金に頼らず全体的なバランスを取りながら『儲
けの仕組みづくり』」等について、各地域の成功事例に基いて、意見交換が行われました。

▲ 各店舗のアレンジを加えた『カンパチdeリゾット』
披露

▲意見交換会の様子 ▲E９サミットマーク

KANOYA  CHAMBER 



　本年４月 14日の夜間、そして 16日未明に熊本・大分地方を震源に発生し最大震度７を記録した「平成 28年
熊本地震」の被災地支援として、去る５月 15日（日）から 20日（金）の６日間、当所の経営指導員２名（中川路・
郷原）が入れ替わりで熊本商工会議所の中小企業者支援のため同商工会議所へ行って参りました。
　今回の派遣業務は、熊本商工会議所の会員企業約 6,500 事業所の被災後の状況確認のため、同商工会議所経営
指導員 19名が当面巡回業務に専念するに際し、窓口での経営指導等が対応できない状況下から、熊本・大分を除
く九州の各県よりそれぞれ 1名の経営指導員を派遣し九州全域で支援・バックアップするものです。
　私どもは派遣された６日間、熊本商工会議所での窓口業務支援や、中心市街地に位置する「下通繁栄会（商店街）」、
及び中心市街地から南東へ６kmほど離れたところに位置する「健軍商店街」での『出張相談会における中小事業
者等の相談者対応』業務に従事致しました。また、この度の地震で期限延長となった「小規模事業者持続化補助金」
の相談者も多く、被災しながらも新たな事業展開を見据えた経営計画を作成する事業者に頭が下がる思いでした。
　被災された事業者からの相談内容としては、事業所の再建方法や補助金・助成金等の活用法、融資（貸付）制度、
従業員の雇用継続又は解雇、勤務先の再建不透明による独立開業、個人 ･企業としての罹災証明取得方法、身の上
話（相談）等々、ただ最も優先されたのは生活再建でありました。被災者の皆様が抱える不安や心配等をほんの僅
かでも解消・取り除くお手伝いが出来たのではないかと思っております。
　今回の派遣業務を体験したことで災害に備えた日頃の行動や、いざ災害が発生してからの対応が体感できたこと
は、これからの経営指導業務を遂行するにあたってこの上ない貴重な経験となりました。今回の派遣を通じ『これ

ほど有難味を感じたことは無かった、“ 九州はひとつ ” と言う思い
を感じた』と、熊本商工会議所の谷﨑専務理事が語ったコメントが
強く印象に残りました。
　現在でも熊本市を中心とする被災地の事業者・住民の方々は、度
重なる地震 ･余震や梅雨時期の水害等に見舞われ、今なお不安な
日々を過ごしておられます。ひと時でも早く地震・余震が治まり、
被災地の早期復興を心より願っております。

12

「平成 28 年熊本地震」の被災地支援に伴う「平成 28 年熊本地震」の被災地支援に伴う
熊本商工会議所への経営指導員派遣業務にあたって熊本商工会議所への経営指導員派遣業務にあたって

　当所では、「平成 28年熊本地震」による被害発生に伴い、取引先から仕入れができない、今後の売上の減少
が見込まれるなど経営に影響を受ける中小企業者等からの相談にきめ細やかに対応するため、経営・金融支援の
相談窓口を設置しております。
　本震災の影響を受けた中小企業向けの各種相談など、お気軽にご相談ください。

【お問い合わせ】中小企業振興部まで　TEL：0994-42-3135

KANOYA  CHAMBER 
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『リスクマネジメントセミナー』開催『リスクマネジメントセミナー』開催

『1000 店を黒字化させたスペシャリストに学ぶ』『1000 店を黒字化させたスペシャリストに学ぶ』
お金をかけずに繁盛店に変える手法とは？お金をかけずに繁盛店に変える手法とは？

　６月７日（火）当所において、
東京海上日動リスクコンサル
ティング㈱の経営企画部主席研
究員の奥田啓介氏をお招きし、
「実効性あるＢＣＰ（事業継続
計画）策定手法」と題して、リ
スクマネジメントセミナーを開
催いたしました。
　奥田氏は、「今年４月に発生した熊本地震では、大手企業が比較的早期に事業を復旧することができたのに対し、
中小企業は復旧に時間を要するところが多くみられた。これは、大企業が東日本大震災を教訓に、ＢＣＰの策定や
訓練の実施などの対策を進めてきた成果だろう。」と述べられました。
　また、「ＢＣＰとは、大地震等の自然災害、感染症のまん延、テロ等の事件など不測の事態が発生しても、重要
な事業を中断させない、または中断しても可能なかぎり短い時間で復旧させるための方針、体制、手順等を示した
計画のことで、災害等の脅威から会社の資産を守るための防災マニュアルとは異なり、事業の継続のため、優先業
務の選定や災害時の具体的業務対応策の策定等を盛り込んだものであり、策定して終わりではなく、継続して運用・
見直しを行うことが重要である。」と説明されました。
　通常の業務を行う中で、ＢＣＰを策定することは難しいとは思うが、「中小企業庁のホームページにおいて、Ｂ
ＣＰの策定運用指針や様式類など文書のひな形がダウンロードできるので、是非参考にして欲しい。」とアドバイ
スをいただきました。

　６月 23日（木）当所において、株式会社アチーブメントスト
ラテジー社代表取締役経営コンサルタント富田英太氏をお招き
し、『1000 店を黒字化させたスペシャリストに学ぶお金をかけ
ずに繁盛店に変える！』と題して講習会を開催し、22事業所 34
名が参加しました。
　富田氏は「不況でも儲かっているお店とは、口コミで集客する
お店でありお金をかけずにできる最大の集客手法である」「経営
者の仕事は戦略をたてること、戦略とは優先順位であり順番であ
る」「繁盛店の理念・ＵＳＰについて（ＵＳＰとは、ユニークセ
リングプロポジションの略でお店の強みでありお客様の来店理
由でもある）」と自身がコンサルティングしてきた会社の例を上

げながら分かりやすく説明していただきました。また、大切なことはお金を儲けることではなく、お金を儲けて何
がしたいかであり、お金は目的ではなく目的を達成するための手段であると説明していただきました。
　受講者の方からは「体験を踏まえたお話をありがとうございました。次世代に繋げていけるようにがんばります。」
や「参加させていただきありがとうございました。」「同じような講習会があったらまた受講したい。」などのご意
見をいただき、大好評のなか終了しました。

▲富田先生の講演に熱心に聴き入る受講者の方々

KANOYA  CHAMBER 



あなたの事業所　　 ⇒ 　　商工会議所　　 ⇒ 　　エキスパート（専門家）　　 ⇒ 　　事業所
　　　　　　　①申込・相談　　　　　　　②実訪依頼　　　　　　　③改善提案（訪問）

■エキスパートバンクの仕組み
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専門家派遣制度とは…
　税理士、公認会計士、弁護士、中小企業診断士その他の公的資格を有する者等、豊富な経営支援の
実績のある方です。支援機関の推薦を受けた全国の専門家が、直接事業所に訪問し、具体的・実践的
な指導で皆様の経営のお悩みに対応します。

～　専門家無料派遣制度を利用してみませんか？　～

■ご利用できる方
県内商工会議所地区内の小規模事業者
商業、飲食業、サービス業（宿泊業及び娯楽業を除く）…従業員５人以下
製造業、建設業、運送業、宿泊業、娯楽業…従業員 20人以下

ミラサポ［専門家派遣事業］
「ミラサポ」とは中小企業・小規模事業者が抱える経営課題が複雑化、高度化、専門家する中で、
相談ニーズにきめ細かく対応するため、中小企業庁が作成した支援ポータルサイトです。
■ミラサポの流れ
　① 商工会議所にて経営相談を受け、最適に専門家派遣の活用をしていただきます。
　　 なお、専門家派遣事業をご利用いただく前に、ミラサポの会員登録・企業情報登録が必要となります。
　②派遣してほしい専門家を決定し、商工会議所がオンラインで派遣申し込みを行います。
　③専門家がお伺いします。※商工会議所の担当者が、原則として同行させていただきます。
　④ 専門家派遣をご利用いただいた後、評価・コメント入力用フォームの URL を記載したメール
が事務局より送付されますので、評価実施をお願い致します。

■「ミラサポ」の特徴
　・全国の事業者、専門家などが参加するミラサポコミュニティで交流できます。
　・ビジネスの成功をサポートする便利で実用的なツールが無料で使えます
　・あなたが抱える経営課題に応える専門家の派遣が無料で受けられます。（年間３回まで）
　・補助金の電子申請がミラサポからできます。

会員登録はこちらから　　https//www.mirasapo.jp/

［詳しくは中小企業振興部までお問い合せください］TEL：0994-42-3135　FAX：0994-40-3015

エキスパートバンク～専門家の助言・指導で更なる飛躍～
　エキスパートバンク制度とは改善すべき経営課題を抱えている小規模事業者の皆さんの経営を支
援する制度です。経験豊富な専門家（エキスパート）が、直接事業所に訪問し、具体的・実践的な
指導で課題を解決します。
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～小規模事業者の資金調達を支援します～～小規模事業者の資金調達を支援します～マル経融資制度マル経融資制度
　マル経融資（小規模事業者経営改善資金）とは、商工会議所の経営指導を受けている小規模事業者の方が、
経営改善に必要な資金を、商工会議所の推薦に基づき日本政策金融公庫が無担保・無保証人・低金利で融資
する制度です。

●ご利用いただける方
　常時使用する従業員（パート、アルバイトを除く）が 20人以下
　（宿泊業、娯楽業を除く小売、卸売、サービス業では５人以下）

【お問い合わせ先】　中小企業振興部まで　TEL：0994-42-3135　FAX：0994-40-3015

【資 金 使 途】 運転資金および設備資金
【融資限度額】 2,000万円　※ 1,500 万円以上のご融資の場合、事業計画書の提出が必要となります。
【担保保証人】 不要
【利　　　率】 1.30％（平成 28年７月 15日現在）
【返 済 期 間】 運転資金…  ７年以内（据置１年以内含む）
 設備資金…10年以内（据置２年以内含む）

※ ご相談によっては、ご希望に添えない
場合もあります。

鹿屋市中小企業資金利子補給金制度のご案内
融資実行日より２ヶ月以内に必要書類を提出下さい !!

鹿屋市中小企業資金利子補給金制度とは…
　鹿屋市中小企業資金利子補給金の対象資金の融資
を受けた中小企業者に対し、借入資金の利子の一部
を補給する制度です。

Ⅰ対象者の要件
①市内に住所又は事業所を有する中小企業者
　 （法人の場合には、市内に本社・支社を有する者に
限る）
② 鹿屋商工会議所・かのや市商工会（串良本所・吾
平支所・輝北支所）に加入し、かつ、市税を完納
しているもの

Ⅱ利子補給金の内容
① 対象資金
　・鹿児島県中小企業制度資金
　・㈱日本政策金融公庫制度資金
　・商工貯蓄共済制度資金
　　（積立金の範囲内の資金は除く）
　　（※ 返済期間 1年未満の短期借入については、対

象になりません。）

②利子補給金の額
　借入金額の 2.0％分に相当する額
③限度額
　１事業所あたり 30万円
　※ 平成 26 年度までの従来の制度で限度額まで支
給された事業所も、新たな借入については再度
申請が可能となります。

Ⅲ手続きの方法
　融資実行日から原則２ヶ月以内に 届出書及び交付
申請書を鹿屋商工会議所・かのや市商工会（串良本
所・吾平支所・輝北支所）へ提出して下さい。
※ 必要書類等については、当所中小企業振興部まで
お問い合わせ下さい。

◎お問い合わせは・・・
鹿屋市農林商工部商工振興課まで
住所：鹿屋市共栄町20-1　TEL：31-1164　FAX：40-8688

〒893-0009
農機本社　鹿児島県鹿屋市大手町１２-1

KANOYA  CHAMBER 
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業況ＤＩは、悪化。先行きも慎重な見方続き、ほぼ横ばいの動き。
九州の業況ＤＩは、前月と比べ改善。

商工会議所ＬＯＢＯ（早期景気観測）－2016年６月調査結果 －

●調査期間：2016 年６月 16 日～ 22 日　●調査対象：全国の 423 商工会議所が 2973 企業にヒアリング
●  DI とは：ディフュージョン・インデックスの略称、調査項目についての判断の状況を示す。ゼロを基準
として、プラスの値は景気の上向き傾向を、マイナスの値は景気の下向き傾向をあらわす。

　６月の全産業合計の業況ＤＩは、▲ 24.8と、前月から▲ 2.0ポイントの悪化。なお、本調査期間は英国のＥＵ離脱の決
定前であることに留意が必要。人手不足や人件費の上昇が足かせとなる中、消費低迷の長期化や円高進行による受注減に
加え、株価・為替の不安定な動きが中小企業のマインドを下押ししている。堅調な観光需要や、原材料価格の下落、春か
ら値上がりしているものの依然として低い水準にある燃料費の恩恵を指摘する声は聞かれるが、中小企業の景況感は足元で
弱い動きがみられている。
　先行きについては、先行き見通しＤＩが▲ 24.6（今月比＋ 0.2ポイント）とほぼ横ばいを見込む。夏の観光需要の拡大や、
猛暑予測から飲料品や家電製品など夏物商品の販売増加、消費増税の再延期による消費者マインド改善を期待する声が聞
かれる。他方、金融市場の不安定な推移などによる、インバウンドを含む消費の一段の悪化や設備投資の減少に対する懸念
のほか、人手不足の影響拡大など、景気の不透明感が増す中、中小企業においては、先行きへの慎重な見方が続いている。
【九州ブロック概況】
○ 全産業の業況ＤＩは、前月と比べ改善。産業別にみると、建設業、卸売業で悪化、その他の３業種で改善した。
○ 「生コンクリート以外の建材価格は下落しており、特に中国の生産過剰により、鉄鋼価格の下落が目立つ」（建築工
事業）「天候不順により青果物が不作となり、業況は悪化した」（農産物卸売業）「売上は改善しているが、従業員の
確保は厳しく、同業他社間のみならず他業界間でも人材獲得競争が生じている」（事業サービス業）
○ 業況の先行き見通しＤＩは、全産業では今月と比べ悪化する見込み。産業別にみると、卸売業で改善、その他の４業
種で悪化する見込み。

忙しいあなたに変わって記帳のお手伝い忙しいあなたに変わって記帳のお手伝い

記帳代行のご案内記帳代行のご案内
～新規委託先募集中～～新規委託先募集中～

　商工会議所では、記帳指導の一環として「記帳代行」を行っております。
記帳代行とは、日々の記帳処理が困難な小規模事業者に対し、事務の合理化
を図るため、当所の会計ソフトで記帳事務を代行するものです。損益計算書・
貸借対照表を作成しますので、青色申告特別控除（65万）を適用することも
できます。また、記帳代行を通じて財務状況が把握でき、経営状態の分析に
も役立ちます。

記帳代行ってなにをすればいいの？？
　営業日報（売上・仕入・経費）を毎日記入していただき、
その日報を当所へご提出いただきます。それに基づき、当所
記帳指導担当職員が、帳簿（総勘定元帳）の作成を行います。
また、毎年度末の確定申告書・決算書作成の指導までをサポー
トいたします。（決算代行は別途手数料を戴きます。）
記帳代行の効果は？？
・ 経理事務の負担が軽減され、事業活動への集中が図れます。
・ 四半期ごとの売上、仕入れ、経費の支出状況を提示、経
営の状況が把握できます。
・ 決算、申告、年末調整に関わる事務が大幅に軽減されます。
・ 計算が複雑な減価償却費の計算も簡単にできます。
記帳代行の対象は？？
・ 当商工会議所の会員であり、かつ個人の小規模事業者（従
業員 20名以下）の方

・現在、税理士の指導を受けていない方
・前年の青色申告特別控除前の所得が 400 万円以下の方
・青色申告者または青色申告希望者の方
記帳代行の手数料は？？
毎月6,000 円（消費税別）
※ 確定申告書・決算書の作成については、所得規模に応じ
て手数料が異なりますので、別途お尋ねください。
▼決算代行業務も承っております。
　毎日帳簿（現金出納帳・経費帳・売掛帳・買掛帳等）を
記入されている方で、確定申告書・決算書作成の指導をご希
望の方についても、申込みを承っておりますので、お気軽に
お問い合わせ下さい。

【記帳代行に関するお問い合わせ先】
中小企業振興部まで　TEL：0994-42-3135

KANOYA  CHAMBER 
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第48回九州商工会議所女性会連合会第48回九州商工会議所女性会連合会
総会（大分大会）に参加！総会（大分大会）に参加！

女性会通信女性会通信

　6月７日（火）、大分市のレンブラントホテル大分に
て第48回九州商工会議所女性会連合会総会が行われ、
九州各地の女性会から約 600 名、当所女性会からも右
田会長、萩枝顧問の２名が参加しました。
　総会では、まず九州商工会議所女性会連合会の西川
ともゑ会長（福岡商工会議所女性会会長）が「熊本・
大分地震で大きな被害が出たが、九州経済の再生には
熊本・大分の復旧復興が不可欠。復興イベントや物産
展などで支援していきましょう。」とあいさつし、各女
性会で九州経済を盛り上げていくことを決めました。
また、平成 27 年度事業報告と収支決算、地震の復興
支援や女性起業家への支援に取り組む平成 28 年度の
事業計画・収支予算が
承認されました。
　総会終了後の記念講
演会では、テノール歌
手の秋川雅史氏が「女
性の活躍が企業と地域
を元気にする～『夢の
ある人生』～千の風と
ともに～」と題して講
演し、講演会終了後は
交流懇親会が行われ、
他女性会の方々との交
流を深めました。

≪女性会会員募集中 !! ≫
◇主な活動内容
　・会員相互の親睦と研鑽
　・講習会、講演会、視察研修会の実施
　・商工会議所活動に寄与する活動
　・ 地域振興に関する事業の実施及び社会一般の
福祉に寄与する活動

◇入会資格
　 　鹿屋商工会議所会員事業所の女性経営者又は
専従者、役員、代表者婦人
◇年　会　費　6,000 円
◇お問合せ　鹿屋商工会議所女性会事務局
　　　　　　TEL：0994-42-3135

　6月4日（土）かのやばら園にて、鹿屋産の豚肉を使った
ご当地グルメである「かのや豚ばら丼」とかのやカンパチを使っ
たShow-1グランプリ優勝の「カンパチdeリゾット」を販売致
しました。
　昨年は1時間足らずに完売しましたが、今年は、あいにくの
天候でかのやばら園の来場者も少ない中、地元の名物を使っ
たご当地グルメ対決ということもあり、何とか完売致しました。
　このような中でも、その場でお召し上がりになられたお客様
からは、「美味しかったよ！」との言葉を多数いただき、鹿屋市
のご当地グルメである「かのや豚ばら丼」と「カンパチdeリゾッ
ト」の反響の大きさに、青年部会員一同喜んでいました。

本物の№１丼はどっちだ!?選手権開催!!本物の№１丼はどっちだ!?選手権開催!!
「かのや豚ばら丼VSカンパチdeリゾット」「かのや豚ばら丼VSカンパチdeリゾット」

青年部だより青年部だより

集まれ！！青年経済人
鹿屋YEG９月例会参加者募集！！
『新規会員拡大オリエンテーション例会』
鹿屋商工会議所青年部 9月例会

　鹿屋 YEGでは、未来を見据えて共に歩いて行く青年経済
人を募集しております。鹿屋YEG会員との交流を深めて頂き、
皆様に情熱・思い出を本音で伝えたいと思っております。　
　また、懇親会では、バーベキューにて楽しく盛り上がりたい
と思いますので、青年経済人の皆様、お気軽にご参加ください。

日　　時　平成 28年 9月 14日（水）
　　　　　受付時間　18：30　　　　例　　会　19：00
　　　　　懇　親　会　20：30　　　　終了予定　22：00
会　　場　新川公民館　　  懇親会費　2,000 円
　　　　　※ （バーベキューですので、軽装でお越しください）
申　込　先　鹿屋商工会議所青年部事務局まで
　　　　　TEL：0994-42-3135　FAX：0994-40-3015

▲大勢の来客で賑わう会場

“楽しい時に一緒に笑ってくれる仲間”
“辛い時には相談に乗ってくれる仲間”
“どんな時でも心の支えとなる仲間”
青年部の仲間と共に頑張っていこう

KANOYA  CHAMBER 
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住 所
営業時間

店 休 日
連 絡 先
駐 車 場

鹿屋市朝日町11-14
〈ランチ〉
　日～水 11：30～15：00
　金・土 11：30～14：30
〈ディナー〉
　　日 18：00～21：30
　月～水 18：00～22：00
　金・土 18：00～23：00
※ ラストオーダーはそれぞれ
終了30分前
木曜日
0994-41-2324
あり（８台）

　ラ.プッティ.レガーメは鹿屋郵便局すぐ隣の黄色い
建物が目印のイタリアンレストランです。店名のラ.プッ
ティ.レガーメとはイタリア語の造語で『天使のご縁』
を意味します。当店では、ピッツァやパスタをメインとし
た、誰にでも親しみやすいイタリア料理をすべて手作り
で提供することにこだわっています。デザートはレストラ
ンだからこそ味わえる自家製ティラミスがオスス
メです。ワインや焼酎など酒類もご用意致してお
りますので、是非一度ご来店ください。

会員会員さんさんののひろばひろば

MAP

桑波田桑波田
産婦人科産婦人科

南国殖産南国殖産
朝日町SS朝日町SS

久保醸造久保醸造

鹿屋郵便局鹿屋郵便局

JASSJASS

プラッセだいわプラッセだいわ
鹿屋店鹿屋店

いしかわいしかわ
耳鼻咽喉科耳鼻咽喉科

ココ

イタリアン食堂
ラ．プッティ．レガーメ

　この度の「平成 28 年熊本地震」に際し、会
員の皆様より624,000円の義援金を戴きました。
ご協力ありがとうございました。
　義援金につきましては、６月３日付けで、鹿
児島県商工会議所連合会を通じて熊本県商工会
議所連合会へ全額寄付させて戴きましたことを
ご報告致します。

「平成28年熊本地震」「平成28年熊本地震」
義援金のお礼とご報告義援金のお礼とご報告

▲当店１番人気のピッツァランチ
　（税込1,390円）

▲赤エビのトマトクリーム
　ソースパスタ（税込1,190円）

▲おしゃれな内装の店内

KANOYA  CHAMBER 
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　ヒット商品の傾向を日々チェックしている中で、最
近注目している一つのトレンドがあります。日用品や
飲食業など広く一般大衆を対象としている商品やサー
ビスを開発したり、マーケティングをする人たちの間
では、ヒット商品をけん引しているのは 20 ～ 40 代
の女性であるというのは、半ば常識になっています。
　先日、リニューアルして好調な売り上げを見せてい
るキリンの「生茶」の開発者に話を聞いた時も、消費
者の嗜

しこ う

好をインタビューする調査は「女性だけを対象
に実施しました」ということでした。女性は「好き嫌
い」をはっきりと持ち、消費行動もそれに従っている
のに対し、男性は消費行動につながるような本音を聞
き出すことが難しいのだそうです。
　首都圏で健康志向を強く打ち出し、20～ 40代の女
性をターゲットにしているコンビニのナチュラルロー
ソンのバイヤーからも同じような話を聞いたことがあ
ります。女性をターゲットにしてヒットするものには
男性消費者もついてくるともいうのです。
　ともあれ、今やヒットを狙う商品の開発や販売に女
性目線は欠かせません。この市場をけん引する女性消
費者に最近新しいトレンドが生まれてきていると感じ
ています。キーワードは「ゆるみ」です。
　これは年齢別人口分布、いわゆる人口ピラミッドの
大きなピークである団塊ジュニア世代が、2016 年に
は 42 ～ 45 歳に達することが原因です。体力面での
変化もありますが、消費スタイルのベースとなるメン
タリティーが「無理をしない」「気楽に」「お手軽に」
といったものに引かれるよう変化しているのだと思い
ます。
　昨年の『日経トレンディ』が選んだヒット商品ラン
キングに入ってきた「ガウチョパンツ」や「ちょい呑
み」は、体型や人目をあまり気にしなくて済む「ゆる
い」ライフスタイルに合致したものがはやり始めた事

例だと考えられます。また、百貨店の売り上げのうち、
ブランド品や宝飾品、ファッションの分野が減少傾向
にある一方で、お総菜などの売り上げが堅調に推移し
ているのもこうした女性客の消費性向の変化を反映し
ていると考えられます。
　団塊ジュニアの人口ピークよりやや年下の35～ 42
歳の就職氷河期を経験した世代が、いまだに「頑張る」
「認められたい」というメンタリティーの中にあるの
と対照的です。この層はまだ自分で「ゆるむ」ことは
できず、外に「癒やし」や「アガる（気分が高揚する）」
を求めています。
　団塊ジュニア女性の「ゆるむ」生活スタイルは、今
後どのようなヒット商品を生み出すのでしょうか。私
が注目しているものの一つに、肉や魚、フルーツなど
地域の高級な食材を使った「ご当地缶詰」があります。
食卓に手軽にのせられて、しかも保存料などの添加物
も使わないためにヘルシーで、ちょっとリッチな気分
が味わえます。実際、全国各地でこうした需要を狙っ
た高級な缶詰が続々と開発されています。防災意識の
高まりという追い風もあり、この分野は当分成長を続
けると考えられます。

「団塊ジュニア女性の
『ゆるみ』市場に注目」

◇渡辺　和博／わたなべ　かずひろ
　日経ＢＰ社　日経ＢＰヒット総合研究所上
席研究員。1986 年、筑波大学大学院理工学
修士課程修了。同年、日本経済新聞社入社。
日経パソコン、日経ビジネス、日経トレンディ
などＩＴ分野、経営分野、コンシューマ分野
の専門誌編集部を経て現職。全国各地の商工
会議所などで地域振興や特産品開発のための
講演・コンサルを実施。消費者起点のものづ
くりをテーマに地域発のヒット商品育成を支
援している。

KANOYA  CHAMBER 
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